
上越教育大学

創立30周年 記念式典

と　き　平成20年10月4日 13時～16時

ところ　上越教育大学 講堂

■プログラム



次　　第

■記念式典　 13：00 ～ 14：00

 開式の辞

 式　辞

 来賓祝辞

 辰野千壽教育賞　授与

 祝電披露

 閉式の辞

■記念講演会　 14：30 ～ 16：00

 主催：上越教育大学　後援：上越市　妙高市　上越市教育委員会　妙高市教育委員会　上越教育大学振興協力会

 講師　昭和女子大学学長　坂東　眞理子氏

 演題　「教師の品格」

■記念祝賀会　 17：30 ～ 19：30

 会場／料亭　やすね

 ※講演会終了後、祝賀会会場までバスを運行しますのでご利用ください。



ご　 挨 　拶

　上越教育大学は、2008 年（平成 20 年）10 月１日をもちまして創立 30 周年を迎えました。

これもひとえに関係各位の御尽力のたまものと深く感謝いたします。また、日ごろの教育・

研究活動や大学運営につきましては、かねてから格別の御高配を賜り厚く御礼申し上げま

す。

　上越教育大学は、昭和 53 年に開学して以来 30 年にわたり、新構想の教員養成大学とし

て、我が国の教員養成のための教師教育カリキュラムを次々と構想・実践し、多くの成果

を挙げて現在に至っております。

　あらためて言うまでもなく、教育は子どもたちのためのものです。21 世紀の輝ける舞

台で活躍できる子どもを送り出すために、私たちの教育はあります。子どもたちが自分の

得意分野で活躍する姿は、未来を輝かせ、日本の文化を支えます。「教育」は、天然資源

の乏しい日本を基盤から支え続けます。

　上越教育大学は、子どもたちの理解者としての教育者を育て、送り出します。そのため

の教師教育プログラムを全国へ、そして世界に発信していきます。

　これからも、教師教育界をリードする上越教育大学であり続けるために、皆様方のなお

一層の御指導と御協力をお願い申し上げます。

国立大学法人　上越教育大学長

渡邉　　隆



1. 辰野千尋教育賞の創設
　本学初代学長　辰野千壽先生の長年にわたる教育・研究業績の精神を受け継ぎ、発
展させるとともに、我が国の教育に多大な影響を与える優れた教育・研究の取組につ
いて辰野千壽教育賞を創設します。
　本賞は、幼稚園、小学校、中学校、高等学校、特別支援学校及び保育所等の教育の
現場における特色ある実践研究及び先進的取組を讃えるとともに、更なる発展に対し
積極的に支援することを目的とするものです。

2. 春日山城跡等の整備と活用
　地域社会のため、大学の近隣にある「春日山城跡の整備と活用」を市民とともに推
進し、自治体と力を合わせ地域活性化の一助となる活動を行います。
　また、本学構内にある「緑の小道」等を整備し、広く市民に開放します。

3. 研究助成の実施・研究の発表の場の提供
　本学卒業生・修了生のため、同窓会会員の特色ある教育実践研究や先進的な取組に
対して「研究助成」を行い、更に、その研究成果を発表できる場を提供します。

4. 奨学金制度の創設
　本学在学生のため、本学独自の「奨学金制度」を創設し、「教員になるという強い
意志を持った学生」を支援します。

辰野千尋教育賞　平成20年度受賞者

■最優秀賞
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（日本理科教育支援センター 理科教育コンサルタント）
　理科授業の活性化と理科室経営に関する支援活動

　白
し

木
ら き

 み
み

ど
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り
り

（石川県白山市立笠間中学校 教諭）
　キャリア教育と道徳教育の関連に関する理論的・実践的研究
　－青年期におけるキャリア発達と道徳的価値観の関係についての研究を中心に－
  

■優秀賞

　天
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こ う
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す け

（愛知県岡崎市立矢作北中学校 教諭）
　「いのち教育学」の構想と実践　－臨床的実践の視座からの試み－

　佐
さ

藤
と う

 浩
ひ ろ

樹
き

（群馬県安中市立碓東小学校 教諭）
　地域の未来を考え提案する社会科学習
　－地域に対する主体的な実践力の育成を目指して－

（敬称略・五十音順）

創立30周年記念事業



創立30周年記念木彫

プロフィール
1939 年山形市生まれ。63 年 S.A.S 展出品（翌年、国展に合流、彫刻部新設）。65 年東京
教育大学教育学専攻科彫塑専攻修了。新海竹蔵に師事。68 年文部省内地研究員として、
東京芸術大学大学院 舟越保武教室で研修。北海道教育大学、秋田大学、上越教育大学、
筑波大学、崇城大学教授を経て 2003 年から女子美術大学講師。
現在、国画会会員、上越教育大学名誉教授、平櫛田中賞選考委員、日本美術家連盟会員。
〔賞〕1977 年昭和会展優秀賞、84 年高村光太郎大賞展優秀賞、90 年ロダン対象展彫刻の
森美術館賞、97 年倉敷まちかどの彫刻展優秀賞、99 年平櫛田中賞、2004 年長野市野外彫
刻賞、ほか多数。

木彫「記念撮影　－終わらないアンコール－」は上越教育大学創立 30 周年を記念して、
キャンパスライフ・スクエアに設置されました。
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記念撮影
－終わらないアンコール－



創立30周年　記念講演会

演題 教師の品格

講師 坂
ば ん

東
ど う

 眞
ま

理
り

子
こ

 氏
（昭和女子大学 学長）

プロフィール
富山県中新川郡立山町生まれ。1969 年東京大
学卒業、総理府入省。青少年対策本部、婦人問
題担当室、老人対策室、内閣総理大臣官房参事
官、統計局消費統計課長などを経て、男女共同
参画室長。
1995年～1998年 埼玉県副知事。
1998年～2000年 ブリスベン総領事。
2001年～2003年 内閣府男女共同参画局長
2003年4月～ 昭和女子大学 理事
2004年4月～ 昭和女子大学 大学院教授、
 女性文化研究所長
2005年～ 昭和女子大学 副学長
 （2007年3月まで）
2007年4月～ 昭和女子大学 学長
 現在に至る
「新　家族の時代」「米国きゃりあうーまん事情」
「副知事日記」「男女共同参画社会へ」「女性の
品格」「親の品格」「愛の歌恋の歌」など著者多数。memo



創立30周年記念行事

　上越教育大学は、学校教育に関する理論的・実践的な教育研究を推進して多くの優秀な

教員を輩出するとともに、我が国の芸術・文化の振興、特に地域の芸術・文化活動の支援

を積極的にすすめてまいりました。

　この度は、創立 30 周年を記念して、本学教員を中心とするコンサートと本学教員・学

生有志による展覧会、学生によるコンサート、ダンスパフォーマンスを開催することとい

たしました。また、特別支援学校生徒による造形ワークショップの作品の展示も併せて行

います。ぜひご参加、ご高覧くださいますようお願い申し上げます。

■ステージプログラム
 10月5日㈰
 12：30 開場

 13：00～14：40 芸術・体育教育学系（音楽）教員コンサート
  　ピアノ独奏　平野俊介（ピアノ）
  　バリトン独唱　上野正人（バリトン）・上野裕子（ピアノ）
  　作品発表　阿部亮太郎（作曲・ピアノ）・江田亮太（フルート）
  　ソプラノ独唱　池田　操（ソプラノ）・後藤　丹（ピアノ）

 15：30～16：15 アカペラコンサート
  　上越教育大学アカペラサークル（JADE）

 16：25～17：00 ダンスパフォーマンス
  　上越教育大学ストリートダンス部

■作品展示
 10月5日㈰ 12：30～17：00・6日㈪ 9：00～17：00 
 芸術・体育教育学系（美術）教員及び学生有志による作品展

 特別支援学校生徒による造形ワークショップ作品の展示※

 　※ 10月5日の午前中に第二講義棟202講義室で開催される特別支援学校生徒による
造形ワークショップ「アート・パーク」の作品を展示します。ワークショップ
終了後に展示しますので、作品公開は14：30からになります。

会場／上越教育大学　講堂・ロビー



国立大学法人 上越教育大学
〒943-8512 新潟県上越市山屋敷町1番地

電話 025-522-2411（代表）
http://www.juen.ac.jp/index.html


